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予
定
だ
っ
た
が
、
３
月
に
ず

れ
込
ん
だ
。
こ
れ
で
ひ
と
ま

ず
設
備
投
資
は
終
了
。
設
備

の
老
朽
化
が
進
み
、
入
れ
替

え
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
が
、
何
よ
り
当
社
の

後
継
者
が
４
月
よ
り
工
場
へ

入
社
し
、
安
心
し
て
バ
ト
ン

を
渡
す
た
め
の
設
備
投
資
と

位
置
付
け
て
い
る
。
当
面
は

土
台
作
り
に
向
け
た
作
業
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
。
他

の
製
造
業
か
ら
転
職
し
て
き

た
人
材
も
立
派
な
戦
力
と
な

っ
て
お
り
、
次
世
代
に
大
い

に
期
待
し
て
い
る
」と
話
す
。

な
お
、
同
社
な
ど
六
角
ボ

ル
ト
の
有
力
メ
ー
カ
ー
で
組

織
す
る
押
捻
子
協
議
会
の
活

動
も
順
調
に
進
め
て
い
る
。

㈱
江
浦
製
作
所
＝
本
社
：

東
大
阪
市
宝
持
４
―
１３
―

１７
、
電
話

１７

０６
―
６
７
２
４
―

４
７
４
１
。
玉
串
工
場
：
同

市
玉
串
町
東
３
―
５
―
７３
。

ワ
ッ
シ
ャ
ー
組
込
機
能
付
き

と
ロ
ー
リ
ン
グ
単
体
機
の
２

機
種
を
備
え
て
い
る
。
Ｍ

６
、
Ｍ
８
、
Ｍ
１０
、
Ｍ

１０

１２
の

自
動
組
み
込
み
に
対
応
し
、

製
造
の
幅
が
広
が
っ
た
。

ほ
か
に
も
、
高
速
ね
じ
画

像
検
査
装
置
「
Ｖ
Ｓ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｅ
ｒ

４
Ｖ
」
（
㈱
オ
オ
シ

マ
設
備
製
、
１９
年
１
月
）
、

ト
リ
ミ
ン
グ
マ
シ
ン
「
Ｙ
Ｔ

―
４
―
１
５
０
」
（
吉
原
自

動
機
㈱
製
、
同
年
１２
月
）
、

ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
「
Ｎ
Ｓ
１

２
１
Ｆ
」
（
㈱
中
島
田
鉄
工

所
製
、
２１
年
８
月
）
、
画
像

寸
法
測
定
器
「
Ｉ
Ｍ
―
８
０

０
０
」（
㈱
キ
ー
エ
ン
ス
製
、

同
）
、
「
Ｙ
Ｔ
―
３
」
（
吉

原
自
動
機
㈱
製
、
２３
年
２

月
）
も
導
入
す
る
な
ど
、
多

彩
な
設
備
を
揃
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
設
備
の
導
入
に
つ

い
て
江
浦
社
長
は
、
「
Ｔ
Ｈ

Ｉ
―
１０
Ｒ
は
昨
年
末
に
導
入

月
）
、「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
―
１０
Ｒ
」（

１０

２４

年
３
月
）
と
４
台
導
入
。
Ｔ

Ｈ
Ｉ
―
１２
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

（
１８
年
２
月
）
、
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ

―
１６
Ｒ
」（

１６

２０
年
８
月
）
、「
Ｔ

Ｈ
Ｉ
―
１２
Ｒ
」
（

１２

２２
年

１２

２２

１２

内
も
明
る
く
な
り
、
白
く
塗

り
直
し
た
内
壁
と
共
に
、
働

き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

る
。同

社
は
こ
こ
数
年
、
設
備

増
強
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

高
速
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
だ

け
で
も
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
―
１２
Ｒ
」

㈱
江
浦
製
作
所
（
大
阪
府

東
大
阪
市
、
江
浦
善
照
社

長
）は
３
月
、
玉
串
工
場（
東

大
阪
市
）
に
高
速
ロ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ン「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
―
１０
Ｒ
」

（
㈱
三
明
製
作
所
製
）
を
導

入
し
た
。
機
械
外
観
は
青
と

白
の
鮮
や
か
な
色
彩
で
工
場

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
等
各
種
製

品
の
販
売
展
開
も
計
画
し
て

い
る
。

乗
り
、
自
社
で
順
調
に
稼
働

実
績
を
積
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
中
小
製
造
業
向
け
ロ
ボ

ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
事
業
と
し
て
、

の
導
入
も
進
め
る
。
製
品
の

在
庫
管
理
や
入
出
庫
管
理
の

デ
ー
タ
化
に
よ
り
、
物
流
業

務
全
般
の
改
善
を
図
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
が
軌
道
に

庫
に
関
連
す
る

入
出
庫
設
備
投

資
は
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
も
含
め

て
７
～
８
月
に

は
完
了
す
る
見

込
み
だ
。
今
後

は
自
社
で
ピ
ッ

キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
目

指
す
ほ
か
、
省

力
化
補
助
金
等

を
活
用
し
、
無

人
搬
送
車
（
Ａ

Ｇ
Ｖ
）
や
自
律

走
行
搬
送
ロ
ボ

ッ
ト（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）

開
発
中
。
併
せ
て
自
動
打
込

み
試
験
機
の
開
発
も
進
め
て

い
る
。
自
動
倉
庫
の
周
辺
で

は
搬
送
用
コ
ン
ベ
ア
を
６
月

頃
に
導
入
予
定
で
、
自
動
倉

寄
せ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

を
使
え
ば
重
い
パ
レ
ッ
ト
も

軽
く
持
ち
上
げ
ら
れ
、
誰
で

も
簡
単
に
作
業
で
き
る
。
同

社
は
人
員
配
置
を
最
適
化
す

る
な
ど
、
人
材
の
有
効
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
導
入
は
将

来
の
人
手
不
足
に
備
え
る
狙

い
も
あ
る
。

現
在
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
で

は
、
年
内
の
完
成
を
目
指
し

て
完
全
自
動
化
の
計
数
機
を

た
。
こ
れ
を
受
け
、
念
願
の

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
が
発
足
。

今
春
新
た
な
人
材
が
加
わ

り
、
現
在
は
２
人
体
制
と
な

っ
て
い
る
。
年
初
か
ら
開
発

に
取
り
掛
か
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
は
、
一
部
の
部
品
待

ち
だ
が
概
ね
完
成
し
た
。

昨
年
８
月
に
自
動
倉
庫
が

稼
働
し
た
こ
と
で
作
業
時
間

が
大
幅
に
短
縮
し
、
少
人
数

で
荷
積
み
や
荷
下
ろ
し
作
業

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
は

な
っ
た
。
た
だ
毎
日
４
回
、

集
荷
の
た
び
に
荷
積
み
や
荷

下
ろ
し
作
業
を
行
う
こ
と
へ

の
負
担
軽
減
は
新
た
な
課
題

と
し
て
残
っ
た
。
開
発
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
こ
れ
ら

を
解
決
す
る
も
の
で
、
さ
ら

な
る
業
務
効
率
化
に
期
待
を

業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

「
Ｙ
ｏ
ｂ
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
ユ
ビ
オ
ッ

ト
）
」
の
導
入
で
生
産
性
を

大
き
く
改
善
さ
せ
て
き
た
。

現
在
は
作
業
工
程
の
自
動
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

れ
に
伴
う
人
材
確
保
も
急
務

だ
。
昨
年
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
の

人
材
を
新
た
に
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

で
き
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
興
味

を
持
つ
優
秀
な
人
材
が
応

募
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
別
に
ロ
ボ

ッ
ト
の
自
社
開
発
を
検
討
し

て
い
た
同
社
に
と
っ
て
、
最

高
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し

膨
ら
む
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
社
開
発
製
品

を
導
入
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
は
セ

ン
サ
や
知
能
・
制
御
、
駆
動

設
計
の
ほ
か
、
機
械
や
電
気

回
路
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
幅
広
い

専
門
技
術
と
知
識
が
要
求
さ

れ
る
た
め
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
導
入
費
用
に
つ
い
て
も

ロ
ボ
ッ
ト
本
体
価
格
は
２
割

程
度
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

費
が
大
き
な
コ
ス
ト
を
占
め

て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
製
造

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
現

在
、
ね
じ
業
界
で
も
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す

る
際
に
は
主
に
、
①
既
存
製

品
の
購
入
、
②
外
部
に
開
発

委
託
、
③
自
社
開
発
の
３
つ

の
選
択
肢
が
あ
る
。
購
入
の

場
合
は
開
発
コ
ス
ト
が
か
か

ら
ず
費
用
を
抑
え
ら
れ
る

が
、
製
品
が
自
社
の
要
件
に

す
べ
て
適
合
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
外
部
に
開
発
を
委
託

す
る
と
要
件
に
合
っ
た
ロ
ボ

ッ
ト
は
開
発
で
き
る
が
、
開

発
期
間
が
長
引
き
コ
ス
ト
が

㈱
ヤ
マ
ヒ
ロ
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
、
木
全
章
仁
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。
昨
年
秋
か
ら
、
従

来
の
第
六
工
場
を
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
設
計
開
発
専
用
工
場
に
す
る
た
め
の
全
面
工
事

に
着
手
。
年
初
に
改
修
作
業
が
す
べ
て
完
了
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
。

市
）
に
入
学
、
同
大
学
レ
ス

リ
ン
グ
部
で
さ
ら
に
自
身
の

プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
磨
く
。

２
０
２
３
年
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ

ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
（
Ｕ
２０
）
２０

７６

㌔
㌘
級
優
勝
、
同
年
世
界
選

手
権
・
代
表
選
考
プ
レ
ー
オ

フ
２
位
。
競
技
人
生
初
の
２

連
敗
を
喫
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
自
身
の
鍛
錬
に
加

え
サ
ポ
ー
ト
と
の
連
携
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
個
人
ス

ポ
ー
ツ
の
枠
を
超
え
た
「
チ

ー
ム
」
を
結
成
。
２
０
２
３

年
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権
女

子
７２
㌔
㌘
級
優
勝
。

グ
に
取
り
組
む
。
幼
少
時
か

ら
一
貫
し
て
、
フ
ァ
イ
ト
ス

タ
イ
ル
は
「
攻
め
る
」
。
２

０
２
２
年
１２
月
の
天
皇
杯
全

日
本
選
手
権
の
女
子
７６
㌔
㌘

級
で
は
初
出
場
に
し
て
初
優

勝
。
２
０
２
３
年
４
月
に
レ

ス
リ
ン
グ
強
豪
校
で
あ
る
山

梨
学
院
大
学
（
山
梨
県
甲
府

フ
ィ
ジ
カ
ル
を
万
全
に
整

え
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
前
に
進
み
ま
す
。
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
。

茂
呂
綾
乃
選
手
は
５
歳
で

試
合
デ
ビ
ュ
ー
。
デ
ビ
ュ
ー

戦
で
完
敗
し
た
悔
し
さ
を
ば

ね
に
、
本
格
的
に
レ
ス
リ
ン

岡
部
㈱（
東
京
都
墨
田
区
、

河
瀬
博
英
社
長
）
は
、
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
の
茂
呂
綾

乃
（
も
ろ
・
あ
や
の
）
選
手

と
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
締
結

し
た
。

重
量
級
で
あ
り
な
が
ら
側

宙
（
エ
ア
リ
ア
ル
）
も
軽
々

と
こ
な
す
し
な
や
か
さ
や
、

仕
掛
け
ら
れ
る
技
を
い
な
し

フ
ォ
ー
ル
（
両
肩
を
床
に
つ

け
る
）
を
取
り
に
行
く
積
極

的
な
競
技
姿
勢
を
兼
ね
備
え

た
茂
呂
綾
乃
選
手
に
は
、
同

社
の
建
築
倒
壊
予
防
に
ま
つ

わ
る
技
術
開
発
や
、
さ
ら
な

る
免
震
・
減
災
へ
挑
戦
す
る

姿
勢
と
響
き
合
う
世
界
観
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
企

業
理
念
で
あ
る
「
安
全
・
安

心
の
提
供
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
す
る
」
を
体
現
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
世
界
に

向
け
て
挑
戦
・
躍
進
を
続
け

る
茂
呂
綾
乃
選
手
の
選
手
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

茂
呂
綾
乃
選
手
コ
メ
ン
ト

は
次
の
通
り
。
「
こ
の
度
、

岡
部
株
式
会
社
様
よ
り
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
と
し
て
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
幼
い

こ
ろ
に
レ
ス
リ
ン
グ
と
出
会

い
、
練
習
や
試
合
を
通
じ
て

様
々
な
経
験
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
い
将
来
ト
ッ
プ
を

獲
る
た
め
に
ゆ
ず
れ
な
い
大

き
な
目
標
を
持
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
８
年
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て

く
）
が
対
象
に
な
る
。
対
象

エ
リ
ア
も
、
こ
れ
ま
で
首
都

圏
な
ど
１４
都
府
県
だ
っ
た
の

が
、
全
国
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

ま
た
、
顧
客
の
不
在
時
に

玄
関
や
建
物
内
受
付
な
ど
指

定
の
場
所
に
配
達
し
て
い
た

の
を
、
執
務
中
や
在
宅
中
で

手
が
離
せ
な
い
場
合
な
ど
顧

客
の
執
務
／
在
宅
状
況
に
関

わ
ら
ず
、
指
定
の
場
所
へ
商

品
を
届
け
る
よ
う
に
す
る
。

客
や
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
法
人
・
個
人
事
業
主
の

顧
客
が
対
象
だ
っ
た
が
、
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り

個
人
の
顧
客
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
モ
ノ
タ

ロ
ウ
」
を
利
用
す
る
す
べ
て

の
顧
客
（
「
モ
ノ
タ
ロ
ウ

Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
」
、
大
企
業
向
け

購
買
連
携
シ
ス
テ
ム
を
除

㈱
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
（
大

阪
市
、
モ
ノ
タ
ロ
ウ
）
は
５

月
３１
日
か
ら
置
き
配
サ
ー
ビ

ス
（
昨
年
１１
月
開
始
）
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
対
象
の
顧
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江浦製作所 働きやすい環境整備
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